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「いつも」へ近づく学校行事 
校長 持田 晃  

 ９月２６日（月）から２８日（水）の日程で、３年生が修学旅行に行ってきました。実に３年ぶりとなる実

施です。過去２年間は、残念ながら中止となり、３月に代替行事の実施となりました。当然、私も三中に来て

から初めての修学旅行となりました。 

前々日は、台風 15 号が接近し、台風の進行が遅れれば修学旅行に影響がでるかも知れないと思いつつ、前

回の学校だよりで記載したように「絶対、晴れる」の思いでした。実は、台風 15号の影響は、都内の公立中学

校８校に影響をもたらし、６時間あまり遅延し、行程の変更を余儀なくされたケースもありました。 

さて、本校の場合は、列車の遅延もなく、分倍河原駅

の集合、東京駅までの班別、そして新幹線への乗車とす

べてがスムーズに進みました。 

１日目は、京都駅に到着してから、バスで法隆寺へ向かいます。法隆寺は、

世界最古の木造建築物群でユネスコ世界遺産に登録されています。柱のエ

ンタシスは、有名ですね。 

その後は、奈良公園へ向かいます。奈良公園と言えば、鹿です。最初は、

「かわいい」の声でしたが、鹿せんべ

いを買ってしまうと、遠慮なく迫りく

る鹿の圧力に負けてしまう場面も

多々あります。 

 次に東大寺の拝観です。大きさに圧

倒されながら、１年生の鎌倉以来の大

仏に遭遇。東大寺からは班別行動にな

ります。天候は、「晴れ」。３０°を越

え、久しぶりの日差しに体力が奪われていく感覚を覚えながらも、計画ど

おりに予定を消化していきます。バスターミナルの集合は、全員時間内に

集まり、いざ御殿荘へ。 

 宿に近づくと「おっ、いいじゃん」の声。この日は、初日ですので、荷

物の整理や避難経路の確認などしながら、少しゆっくりして、食事となり

ます。夕食は、部屋ごとの食事です。もちろん、楽しくはありますが、向

かい合わずに黙食です。 

 お風呂に入り、一日の疲れを取り、夜は班長会、室長会にて一日の反省と次の日の確認を行います。その後

は、部屋会議で宿泊班の班員に班長からの指示を伝え、検温と就寝準備になります。集団での宿泊行事は、こ

うして、互いに協力し合いながら、一日を終えます。「おやすみなさい」。 
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１日目 



 「ジリジリジリ・・・」おはようございます。２日目を迎えました。寝ぼけている生徒も

いますが、シャキンとしている生徒もいます。でも、忘れてはいけません。部屋食です。時

間には起きて、部屋を片付けないと朝食の準備ができません。部屋の皆で片付け、朝を迎え

ました。２日目は、クラス別バス行動になります。Ａ組は平等院鳳凰堂→伏見稲荷大社→清水寺、Ｂ組は北野

天満宮→金閣寺→亀岡駅→嵐山駅、Ｃ組は北野天満宮→金閣寺→嵐山散策、Ｄ組は清水寺→金閣寺→嵐山散策、

Ｅ組は平等院鳳凰堂→抹茶作り体験→伏見稲荷大社、Ｆ組は抹茶作り体験→平等院鳳凰堂→伏見稲荷大社とな

ります。もちろん、他クラスが行く有名どころは、３日目の班別タクシー行動に入れている班がほとんどです。 

 私は、Ａ組のバスに乗車しましたので、Ａ組と同じコースを回りました。実は、このコース４年前の前任校

でも周ったコースです。それぞれ、違いがあり、有意義な経験ができたのではないでしょうか？ 

全学級のコース紹介の画像が紹介できずにすみません。さて、清水寺の空の色が怪しくなってきました。天

気予報では、１６時前後に雨がふるとのこと。計画では、宿舎到着は１６時。曇り空を察知してか、全学級が

早めの行動にでました。バスに集合できたクラスから宿舎に戻り始めました。雨が早いか、バスが早いか・・。 

一番最初に宿舎に到着したのはＡ組でした。しかし、バスを降りてから宿舎までの歩行時はそれなりの雨に

うたれました。２日目は、お風呂と自由時間を夕食をはさんで半分のクラスずつに分かれて実施。自由時間で

は、宿舎でお土産の購入もできました。 

 すべてのクラスの買い物が終了し、宿舎の人が片づけをしているところ、宿舎の人から教員に、こんな話が

ありました。「いい生徒さんですね、こんな丁寧な対応をする生徒さんは初めてです。」と。 

これは、お金や商品の受け渡しの時の生徒の丁寧な対応の仕方に宿舎の人は、びっくりしたためでした。そ

うです、一人が特別丁寧なわけではありません。皆が同じようにしっかりとした対応ができたからこそ、びっ

くりするのです。一人の力ではなく、皆の何気ない言動で相手の人を良い気持ちにすることができ

るのです。 

 さあ、最終日。この日は、班別のタクシー行動です。前日のクラス別バス行動で行けなか

った場所に小回りの効くタクシー（と言ってもジャンボタクシーです）で効率よく京都市内

を周回することができます。各班は、昼食を済ませて、京都駅に再び集結します。実行委員

から、解散式の声が挙がります。ここ京都駅で解散式を行うのは、京都への感

謝、保護者への感謝、実行委員への感謝を表すためです。新幹線に乗ると、分

倍河原まで集まることはできません。しっかりと感謝の気持ちをもって、新幹

線に乗車します。少し、体調を崩してしまった生徒もいましたが、修学旅行が

実施でき、「いつも」が近づいてきました。「いつも」にも感謝し、次の合唱コ

ンクールでさらにパワーアップした姿を見せてください。 

 

 

２日目 

３日目 

【３年生の保護者の皆様】修学旅行の実施に際し、様々にご理解・ご協力をいただきまして、ありがとうご

ざいました。生徒は、３日間の贅沢を満喫できたことと思います。「晴れ」が多くて良かった。 



美術部が壁画を制作 
 実は、昨年のことです。ビルのオーナーさんから本校の関係者の方へ、「中学生に壁画を描いてもらえない

か」との話がありました。このビルは、ラウンドワンが入るビル（旧イトーヨーカドー）で、地下のカルチャ

ーセンターの通路がさびしいとのこと。壁画制作は、美術部で行うことになりましたが、大きな課題が２つ。

ひとつは、原画をどうするかということ。もうひとつは、現地に行ってみると予想以上に大きな面積があると

いうことでした。ここからが、美術部の根気強さが発揮されます。制作する時間は限りがあります。皆で効率

的に制作を分担して、完成を目指しました。１年越しで完成し、9月に皆で記念写真を撮りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

美
術
部 

【写真右】制作した壁画５面です。かなりの広さがありますので、最初

は、完成するか不安でした。皆初めての大作です。 

【写真中】制作中の様子です。皆で分担して効率的に制作しました。 

【写真下】完成後の記念写真。ビルのオーナーさんも写っています。 

鑑賞するための注意点 

＊鑑賞することは可能ですが、注意点を守ってください。 

①大勢で行かない。・・・カルチャーセンターの通路です。小さな子もいます。 

②受付で許可を得る。・・誰でも通れる場所ではありませんので、許可を得てください。 

★★★保護者の皆様へ★★★ 

 １０月８日（土）の学校公開へお越しいただきましてありがとうございました。また、午後からの保護者

会へも多くの方にご出席いただきまして、感謝申し上げます。 



 

 

 

 
男子テニス部  

「第 63 回府中市民体育大会」 

     男子シングルス       「第４位」   １年  髙橋 朋仁 

 
バドミントン部  

「第 63 回府中市民体育大会秋季大会（少年の部）」 

  中学校対抗（男子）     「準優勝」   府中第三中学校 

     女子２・３年シングルス   「優 勝」   ２年  江口 樹奈 

   「準優勝」   ３年  二瓶  悠 

男子１年ダブルス      「優 勝」   １年  上野 貴裕 ／ 杉村 俊亮 

男子２・３年ダブルス    「第三位」   ２年  平工 翔一 ／ 町屋 優馬 

女子２・３年ダブルス    「準優勝」   ２年  鳥海 美空 ／ 安髙 愛香 

    「第三位」   ２年  福島 李佳 ／ 塩原 彩芭 

「第９ブロックバドミントン新人大会」 

     女子団体           「第三位」   府中第三中学校 

 

 

 

「コトダマって知ってる？」 

                                教 諭  則竹 祐介 

 小学５年生のとき、担任の先生に言われました。どんなタイミングだったかは忘れてしまいましたが、

確か友達との口喧嘩を注意された時だった気がします。この問いかけから始まったのは、口にする言葉

の大切さについてのお話でした。 

 言霊（コトダマ）とは言葉に宿る力のことです。言葉には不思議な力があって、口にすることで実際

にその物事が起こりやすくなる、と古くから信じられていました。受験生に「落ちる」「滑る」は縁起

が悪いから言わないようにしよう、といった話はここからきています。 

 先生はこの言霊の話から、「他の人に向けた言葉でも、自分の口から出ているんだよ」「一番近くで

聞いているのは自分なんだよ」と教えてくれました。誰かを馬鹿にしたり、傷つけたりする言葉は、実

は自分に最も影響を与えてしまうということです。 

 逆に、ポジティブな力の話もしてくれました。褒められたり、応援されたりすると頑張れること。「大

丈夫」「できる」と自分に言い聞かせると落ち着くこと。自分の気持ちを言葉にするとすっきりするこ

と。これらはスポーツ選手のメンタルトレーニングなどでも知られていますね。 

 私はこのお話を聞いた日から、言葉に気をつけるようになりました。言われて嫌なことは言わないよ

うに、言ってほしいことを言うようにしています。みなさんにも、口にする言葉とその力について、今

一度考えてみてほしいです。言葉をかけられる相手だけではなく、言葉を口にする自分について考えて

みると、何か新しい気づきがあるかもしれません。 

道 徳 の 窓

NO49 

（敬称略） 

三中生の活躍 

 

 

 

 


